
前立腺がんの状況
前立腺という臓器は、骨盤内にある男性特有の
臓器です。膀胱の下にある臓器で尿道の一部を
構成します。精液の一部を産生し、前立腺の成
⾧には男性ホルモンが不可欠です。前立腺がん
の特徴は高齢男性に多く、稀な場合を除いて進
行は比較的ゆっくりです。初期は無症状が多く、
男性ホルモンに依存して大きくなるがんです。
ほかの多くのがんと同様に早期の発見・治療に
より良好な寿命が得られるがんです。

島根県立中央病院

過去のテーマは当院ホームページよりご覧いただ
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前立腺がんの病態について
前立腺がんは精巣や副腎という臓器から分泌さ
れる男性ホルモンの影響で増殖します。前立腺
には前立腺肥大症という良性疾患もあります。
前立腺がんは前立腺の外側、外腺から発生する
ことが多く、肥大症は内側の部分、内腺から発
生します。そのため排尿障害が生じやすい背景
があります。
前立腺内にがんが留まる限局がんステージ1-2
から進行すると、隣接する臓器や離れた部位に
もがんが広がる転移がんステージ4となります。

検査と診断

無症状 前立腺肥大症と似た症状 腰や背中が痛い

・尿がでにくい

・残尿感

・夜間頻尿

・排尿時に痛みを

伴う血尿

検診でPSA血液検査を行い、異常があれば泌尿器科へ紹介されPSA再検査、
前立腺の触診検査である直腸診、超音波検査を行います。異常があれば組
織検査である前立腺生検を行い、がんと診断されればCT、骨シンチ等の
画像検査を追加し、がんの進行具合を確定します。前立腺がんの腫瘍マー
カーであるPSAとは、前立腺にがんが発生すると前立腺液に含まれるPSA
という蛋白質が血中に漏れ出るため、血液中のPSA値が高いとがんの疑い
となります。しかし、PSA値はがん以外の前立腺の良性疾患でも上がるの
でPSA高値＝前立腺がん というわけではありません。



治療の種類と方法
がんの悪性度が低い場合などは
PSA値の推移を経過観察する監
視療法があります。比較的早期
のがんに対しては手術や放射線、
転移がんなどで全身治療を要す
る場合は内分泌療法や化学療法
が実践されます。

手術は、最も根治性が期待できる治療法と思われます。前立腺に含まれるがんを前立腺毎摘除します。一般的
な条件としては寿命が10年以上期待されること、がんが進行していないことなどです。

放射線療法は手術と同じく限局がんに対して根治性が期待できる治療です。ほぼ毎日少しずつ放射線をあてて
いくことになります。治療してから半年以降に副作用がでることあります。膀胱や直腸の放射線性炎症などが
多いと思われます。

内分泌療法は全身に効果をもたらす治療で
男性ホルモンの産生を抑えたり、男性ホル
モンが前立腺がんに作用するのをブロック
します。
強い副作用は少なく、高齢の患者さんでも
治療対象になります。しかし、根治性は低
いとされる治療で、継続が必要です。経過
中に効かなくなる患者さんもおり、効果に
限界があります。
男性ホルモンの分泌を抑える方法は定期的
な薬剤の注射もしくはホルモンの産生臓器
である精巣摘出となります。男性ホルモン
が前立腺細胞に作用するのをブロックする
方法としては抗男性ホルモン剤を投与しま
す。

前立腺がんは早期がんの段階で発見できれば根治も期待できるがんです。無症状が多い早期がんを発見するため
にも男性は50歳を過ぎたらPSA検診を受けましょう。

※LH-RH: 
性腺刺激ホルモン放出ホルモン


